
●
日
時

二
〇
〇
七
年
七
月
一
日
（
日
）

八
時
〜
十
五
時
（
豫
定
）

小
雨
決
行

●
タ
イ
ム
シ
ュ
ケ
ジ
ュ
ー
ル

【
徒
歩
・
自
轉
車
で
參
加
さ
れ
る
方
】

七
時
　
京
福
電
鐵
嵐
山
驛
集
合

↓

（
平
坦
線
跡
を
辿
る
）

↓

八
時
　
愛
宕
山
鐵
道
平
坦
線
　
清
瀧
驛
跡
着
　

清
瀧
駐
車
場
に
て
バ
イ
ク
・
車
組
と
合
流

※
嵐
山
駅
か
ら
は
バ
ス
・
タ
ク
シ
ー
に
て
移
動
。

【
バ
イ
ク．

車
で
來
ら
れ
る
方
】

八
時
　
愛
宕
山
鐵
道
平
坦
線
　
清
瀧
驛
跡
着
　

清
瀧
駐
車
場
に
て
徒
歩
・
自
轉
車
組
と
合
流

↓

鋼
索
線
探
索

↓

十
一
時
鋼
索
線
　
愛
宕
驛
到
着
（
豫
定
）

晝
食

↓

愛
宕
驛
周
邊
の
散
策

↓

十
三
時
下
山

↓

十
五
時
麓
に
て
解
散

※
状
況
に
よ
り
清
瀧
驛
附
近
の
散
策
あ
り
。

■
探
索
計
画

美と力の象徴
（ 最 新 版 ）

探索ノ栞

Ken Nagajis
しおりの作成方法A4用紙に印刷し、中央で山折りして１ページ目から順番に重ねて右綴じしてください。1ページ目はフチなし印刷したほうが良いかも。



清
滝
ト
ン
ネ
ル
 

嵐
山
駅
 

旧
平
坦
線
の
ト
ン
ネ
ル
を
利
用
し
た
車
道

ト
ン
ネ
ル
。
単
線
断
面
、コ
ン
ク
リ
ー
ト
製
。
 

嵐
山

電
鉄（
現
・
京
福
電
鉄
）嵐
山
駅
と
併
用
。

現
在
の
1・
2
番
ホ
ー
ム
北
側
と
そ
の
北
側

の
線
路
を
使
用（
後
者
は
廃
止
さ
れ
て
建
物

に
な
っ
て
い
る
）。
 

平
坦
線
 

現
在
は
高
架
道
路
等
に
な
り
、ほ
と
ん
ど
面

影
を
残
し
て
い
な
い
。
清
滝
ま
で
の
間
に

釈
迦
堂
駅
、鳥
居
本
駅
が
あ
っ
た
ほ
か
、省

線
嵯
峨
駅
の
西
に
西
嵯
峨
駅
が
ご
く
わ
ず

か
の
期
間
だ
け
存
在
し
た
。
 

清
滝
駅
 

平
坦
線
終
点
。
現
在
は
食
堂
が
建
っ
て
い

る
。
駐
車
場
奥
に
廃
レ
ー
ル
利
用
の
鉄
冊

あ
り
。
 

 

（
引
用
・
国
土
地
理
院
1
:2
5
,0
0
0
地
形
図
　
京
都
西
南
部
）

・
徒
歩
ま
た
は
自
轉
車
で
お
越
し
の
方
は
京
福
電
鐵

嵐
山
驛
に
七
時
に
待
ち
合
は
せ
、
清
瀧
へ
移
動
し
ま

す
。
車
や
バ
イ
ク
で
お
越
し
の
方
は
直
接
清
瀧
へ
お

集
り
く
だ
さ
い
。
清
瀧
集
合
は
八
時
で
す
。

（
な
ほnagajis

は
阪
急
嵐
山
駅
下
車
自
轉
車
に
て
京

福
嵐
山
駅
へ
移
動
し
清
瀧
へ
向
か
ひ
し
ま
す
）

・
清
瀧
に
愛
宕
神
社
駐
車
場
が
あ
り
ま
す
。
利
用
料

は
一
臺
に
つ
き
五
〇
〇
圓
で
す
。
車
叉
は
バ
イ
ク
で

お
越
し
の
方
は
こ
ち
ら
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

・
周
邊
は
愛
宕
神
社
の
所
有
地
で
す
。
む
や
み
に
草

木
を
伐
採
し
た
り
、
ゴ
ミ
を
抛
棄
し
た
り
す
る
こ
と

の
な
い
や
う
、
お
願
ひ
し
ま
す
。

・
最
小
限
の
醫
療
品
（
絆
創
膏
、
消
毒
劑
等
）
は
主

催
者
側
に
て
用
意
し
ま
す
が
、
そ
の
他
個
々
人
で
必

要
と
認
め
る
醫
薬
品
は
各
自
で
御
用
意
願
ひ
ま
す
。

・
集
合
時
刻
そ
の
他
が
變
更
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま

す
。
時
を
り
「
日
本
の
廢
道
」
ホ
ー
ム
ペ
イ
ジ

（http://w
w
w
.the-orj.org

）
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

■
諸
注
意
事
項



・
大
正
15
（
１
９
２
６
）
年
11
月
15
日

「
愛
宕
山
登
山
電
気
鉄
道
」
免
許
交
付
。

・
昭
和
２
（
１
９
２
７
）
年
８
月
１
日

「
愛
宕
山
鉄
道
株
式
会
社
」
免
許
交
付
。

・
昭
和
３
（
１
９
２
８
）
年
６
月

工
事
着
工
。

・
昭
和
４
（
１
９
２
９
）
年
４
月
12
日

京
都
電
灯
嵐
山
駅
か
ら
清
滝
ま
で
の
平
坦
線
３．

３
９
km
を
開
業
。

・
昭
和
４
年
７
月
25
日

清
滝
川
か
ら
愛
宕
ま
で
の
鋼
索
線
２．

１
３
km

を
開
業
。

清
滝
に
は
清
滝
遊
園
地
を
併
設
。

愛
宕
駅
前
に
愛
宕
遊
園
を
開
設
。

・
昭
和
４
（
１
９
２
９
）
年
12
月

愛
宕
ス
キ
ー
場
完
成
。

・
昭
和
５
（
１
９
３
０
）
年
７
月
20
日

愛
宕
遊
園
内
に
愛
宕
山
ホ
テ
ル
・
飛
行
塔
を
設

置
。

・
昭
和
16
（
１
９
４
１
）
年
４
月
11
日

嵯
峨
西
駅
開
設

・
昭
和
18
（
１
９
４
３
）
年
12
月
３
日

大
東
亜
戦
争
激
化
に
よ
り
廃
止
命
令
。

・
昭
和
19
（
１
９
４
４
）
年
１
月
11
日

平
坦
線
、
鉄
材
供
出
の
た
め
単
線
化
。

・
昭
和
19
年
２
月
11
日

鋼
索
線
・
愛
宕
ス
キ
ー
場
・
愛
宕
山
ホ
テ
ル
・

清
滝
遊
園
地
・
愛
宕
遊
園
廃
止
。

・
昭
和
19
年
12
月
11
日

平
坦
線
廃
止
。

・
昭
和
34
年
10
月
31
日

愛
宕
山
鉄
道
株
式
会
社
解
散
。

■
資
料
一
・
愛
宕
山
鉄
道
概
略
年
表

清滝川駅 

鋼索線麓駅。プラットフォーム跡が残る。 

愛宕山 
京都市の最高峰・標高924m。火伏

の神様として厚く信仰されている。 

鋼索線 
今回のメイン探索箇所。6つのトンネ

ルと橋梁で標高差600m余りを一気

に登り上げる。なお第三、第五トンネ

ルは崩落で通行不可。 

愛宕駅 
鋼索線終点。駅舎跡、愛宕ホテル跡等

が残る。 

 

（引用・国土地理院1:25,000地形図　京都西南部）



七
、
電
線
路
配
電
線
路

三
・
七
粁

電
線
路

三
・
三
粁

電
車
線
路

三
・
四
粁

八
、
車
輌

五
輌
（
定
員
七
十
四
人
）

自
重
　
一
一
・
二
瓲

電
動
機

直
捲
型
、
三
七
・
三
キ
ロ
ワ
ッ
ト

制
動
機
　
空
氣
、
電
氣
、
手
働

九
、
停
車
場
嵐
山
停
車
場
外
三
ケ
所

十
、
車
庫

鐵
骨
亞
鉛
葦
　
九
〇
・
七
五
坪

二
、
鋼
索
線

一
、
區
間

自
嵯
峨
清
瀧
空
也
瀧
町
二
番
地
　

至
嵯
峨
清
瀧
月
ノ
輪
町
三
〇
番
地

二
、
営
業
粁
程二

・
○
粁

三
、
免
許
年
月
日

大
正
十
五
年
十
一
月
十
五
日

四
、
開
業
年
月
日昭

和
四
年
七
月
二
十
五
日

五
、
建
設
費
百
拾
參
萬
八
千
六
百
六
拾
貳
圓

六
、
線
路

延
長
　
二
、
一
三
〇
米

兩
端
高
低
差
　
六
三
八
・
八
三
米

軌
間
　
一
・
〇
六
七
米

隧
道
　
五
二
〇
米
（
六
ヶ
所
）

橋
梁
　
三
一
二
米
（
六
ヶ
所
）

最
急
勾
配
　
二
・
七
分
ノ
一

最
緩
勾
配
　
五
分
ノ
一

七
、
電
線
路
配
電
線
路

二
・
六
粁

電
車
線
路

二
・
○
粁

八
、
車
輌

二
輌
（
定
員
八
十
四
人
）

自
重
　
九
瓲

制
動
装
置
　
手
働
、
自
働

車
臺
製
造
者

ス
イ
ス
・
ギ
ー
セ
ラ
イ
ベ
ル
ン
會
杜

山
城
第
一
の
高
峰
愛
宕
山
は
嶽
〃
と
し
て
京
洛
の

西
北
に
聳
え
、
山
頂
の
愛
宕
神
社
は
廣
く
國
民
の
信

仰
を
得
て
參
詣
者
引
き
も
切
ら
な
い
。
茲
に
見
る
處

あ
つ
て
、
發
起
人
總
代
風
間
八
左
衞
門
氏
外
二
十
三

名
相
圖
り
、
大
正
十
五
年
十
一
月
免
許
を
受
け
、
昭

和
二
年
八
月
當
社
及
び
京
阪
電
氣
鐵
道
株
式
會
社
の

傍
系
と
し
て
資
本
金
貳
百
萬
圓
を
以
て
愛
宕
山
鐵
道

株
式
會
社
を
創
立
し
、
昭
和
四
年
四
月
平
坦
線
嵐
山

清
瀧
間
三
粁
四
分
、
同
年
七
月
鋼
索
線
清
瀧
川
愛
宕

間
二
粁
の
開
通
を
見
て
今
日
に
及
ん
だ
。
此
の
鋼
索

線
は
延
長
に
於
て
本
邦
第
一
で
あ
る
。

事
業
設
備

一
、
平
坦
線

一
、
區
間

自
嵯
峨
天
龍
寺
造
路
町
二
〇
番
地

至
嵯
峨
清
瀧
深
谷
町
五
番
地

二
、
營
業
粁
程三

・
四
粁

三
、
免
許
年
月
日大

正
十
五
年
十
一
月
十
五
日

四
、
開
業
年
月
日昭

和
四
年
四
月
十
二
日

五
、
建
設
費
百
參
拾
壹
萬
貳
千
八
百
五
拾
圓

六
、
線
路

複
線
　
二
、
九
四
〇
米

單
線
　
四
五
〇
米

軌
間
　
一
・
四
三
五
米

隧
道
　
四
四
四
米
（
一
ケ
所
）

橋
梁
　
三
〇
・
五
米
（
四
ケ
所
）

軌
條
　
毎
米
三
〇
瓩

最
小
曲
線
半
徑
　
一
〇
〇
米

最
大
勾
配

二
〇
分
ノ
一

■
資
料
二
・
愛
宕
山
鉄
道
諸
元
（
京
都
電
燈
五
十
年
史
よ
り
引
用
）



愛
宕
神
社
（
京
都
市
）

出
典:

フ
リ
ー
百
科
事
典
『
ウ
ィ
キ
ペ
デ
ィ
ア

（W
ikipedia

）』

愛
宕
神
社
（
あ
た
ご
じ
ん
じ
ゃ
）
は
、
京
都
市
右

京
区
の
神
社
で
あ
る
。
山
城
・
丹
波
国
境
の
愛
宕
山

（
標
高
９
２
４
メ
ー
ト
ル
）
山
頂
に
あ
る
。
式
内
社

で
、
旧
社
格
は
府
社
。
全
国
約
９
０
０
社
の
愛
宕
神

社
の
総
本
社
で
あ
る
。
旧
称
阿
多
古
神
社
、
通
称

愛
宕
さ
ん
。

古
く
よ
り
比
叡
山
と
共
に
信
仰
を
集
め
た
。
古
く

か
ら
火
伏
せ
・
防
火
に
霊
験
の
あ
る
神
社
と
し
て
知

ら
れ
る
。3

歳
ま
で
に
参
拝
す
る
と
一
生
火
事
に
遭

わ
な
い
と
言
わ
れ
る
。
上
方
落
語
に
「
愛
宕
山
」
が

あ
る
。

「
火
廼
要
慎
（
ひ
の
よ
う
じ
ん
）」
と
書
か
れ
た

愛
宕
神
社
の
火
伏
札
は
殆
ど
と
言
っ
て
よ
い
ほ
ど
京

都
の
家
庭
の
台
所
に
貼
ら
れ
て
お
り
、
飲
食
店
の
厨

房
や
会
社
の
茶
室
な
ど
に
も
貼
ら
れ
て
い
る
こ
と
が

多
い
。

現
在
は
以
下
の
神
を
祭
神
と
し
て
い
る
。

本
殿伊

弉
冉
尊
（
い
ざ
な
み
の
み
こ
と
）
・
埴
山
姫

神
（
は
に
や
す
ひ
め
の
か
み
）
・
天
熊
人
命

（
あ
め
の
く
ま
ひ
と
の
み
こ
と
）
・
稚
産
霊
神

（
わ
く
む
す
ひ
の
か
み
）
・
豊
受
姫
命
（
と
よ
う

け
ひ
め
の
み
こ
と
）

若
宮雷

神
（
い
か
づ
ち
の
か
み
）
・
迦
遇
槌
命
（
か

ぐ
つ
ち
の
み
こ
と
）
・
破
无
神
（
は
む
し
の
か

み
）

■
資
料
三
・
愛
宕
神
社
沿
革
（W

ikipedia

よ
り
引
用
）

九
、
鋼
索

直
径
　
三
六
粍

破
断
力
　
八
二
瓲

鋼
索
の
速
度
　
三
・
一
二
五
米
毎
秒

製
造
者
　
東
京
製
鋼
株
式
會
社

一
〇
、
捲
揚
機二

輪
式
二
段
減
速
テ
ー
ル
エ
ン
ド
式

三
溝
動
輪
直
徑
　
三
・
八
米

製
造
者
　

ス
イ
ス
・
ギ
ー
セ
ラ
イ
ベ
ル
ン
會
杜

一
一
、
電
動
機種

類
　
三
相
交
流
誘
導
電
動
機

容
量
　
一
五
〇
キ
ロ
ワ
ッ
ト

電
圧
　
三
、
三
〇
〇
ヴ
ォ
ル
ト

電
流
　
三
二
ア
ン
ペ
ア

力
率
　
八
七
％

回
転
数
　
七
二
〇
囘
毎
分

製
造
者

ス
イ
ス
・
セ
シ
ュ
ロ
ン
會
社

開
通
以
來
、
嵐
山
電
車
及
び
京
阪
電
車
と
連
帶
運

輸
を
實
施
し
て
京
阪
神
方
面
よ
り
旅
客
誘
引
に
努
め

た
が
、開
業
當
初
五
歩
の
利
金
配
當
を
し
た
の
み
で
、

そ
の
後
世
界
的
不
況
に
祟
ら
れ
て
豫
期
の
成
績
を
擧

げ
る
に
至
ら
ず
、
毎
期
缺
損
を
生
じ
た
。
昭
和
五
年

十
二
月
藤
安
三
之
助
氏
（
現
社
長
）
專
務
取
締
役
と

な
り
、
職
員
の
大
淘
汰
を
な
す
等
整
理
を
行
ひ
、
又

省
線
及
び
保
津
川
遊
船
と
の
連
帶
運
輸
、
嵐
山
、
保

津
峽
、
高
雄
等
の
觀
光
客
を
同
社
線
に
吸
引
す
る
の

方
途
を
講
じ
、
ス
キ
ー
と
納
涼
の
季
節
に
も
夫
〃
適

當
の
施
設
を
行
ふ
な
ど
乘
客
誘
致
に
努
力
し
、
營
業

上
一
大
伸
展
を
期
す
る
と
共
に
十
年
計
畫
の
整
理
案

を
作
製
し
て
利
息
の
輕
減
、
株
金
拂
込
の
徴
收
、
所

有
土
地
の
賣
却
に
よ
り
負
債
の
償
還
を
な
し
、
當
社

及
び
京
阪
兩
社
よ
り
の
援
助
金
補
給
を
受
け
て
、
漸

く
同
社
の
整
理
甦
生
も
其
の
緒
に
就
き
、
業
態
稍
安

定
を
見
る
に
至
つ
た
。



し
て
、
愛
宕
山
鉄
道
の
平
坦
線
（
普
通
鉄
道
）
と
鋼

索
線
（
鋼
索
鉄
道
）
が
連
携
し
て
延
び
て
き
て
い
た
。

愛
宕
山
に
は
ホ
テ
ル
や
山
上
遊
園
、
ス
キ
ー
場
（
神

社
の
裏
に
設
け
ら
れ
た
。
意
外
に
も
雪
質
が
良
く
ス

キ
ー
ヤ
ー
に
好
評
で
あ
っ
た
と
い
う
）
ま
で
設
け
ら

れ
て
比
叡
山
同
様
の
山
上
リ
ゾ
ー
ト
地
と
な
っ
て
い

た
が
、
戦
時
体
制
下
で
こ
れ
ら
は
撤
去
さ
れ
た
。
戦

後
は
再
び
信
仰
の
山
に
戻
り
、
ケ
ー
ブ
ル
カ
ー
や
山

上
施
設
が
復
活
す
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
こ
の
た
め

愛
宕
神
社
の
参
詣
は
平
成
の
今
も
な
お
山
麓
の
清
滝

や
水
尾
か
ら
徒
歩
で
の
登
山
が
唯
一
の
方
法
で
あ
る

（
上
り：

約
２
時
間
、
下
り：

約
1.5
時
間
）。
な
お
、

現
在
は
ベ
ン
チ
な
ど
の
休
憩
施
設
は
あ
る
も
の
の
茶

店
等
は
な
く
、
社
務
所
に
缶
ジ
ュ
ー
ス
の
自
動
販
売

機
が
一
カ
所
に
あ
る
の
み
で
あ
る
。
そ
の
意
味
で
は

明
治
期
よ
り
不
便
で
あ
る
と
も
言
え
る
。

歴
史大

宝
年
間
（
７
０
１
年
〜
７
０
４
年
）
に
、
修
験

道
の
祖
と
さ
れ
る
役
小
角
と
白
山
の
開
祖
と
し
て
知

ら
れ
る
泰
澄
に
よ
っ
て
創
建
さ
れ
、
天
応
元
年
（
７

８
１
年
）
に
慶
俊
僧
都
に
よ
っ
て
中
興
さ
れ
、
和
気

清
麻
呂
に
愛
宕
山
に
愛
宕
大
権
現
を
祀
る
白
雲
寺
を

建
立
し
た
と
伝
え
る
。
９
世
紀
に
は
神
仏
習
合
の
修

験
道
の
道
場
と
な
っ
て
お
り
、
本
殿
に
愛
宕
大
権
現

の
本
地
仏
で
あ
る
勝
軍
地
蔵
、
奥
の
院
（
現
在
の
若

宮
）
に
愛
宕
山
の
天
狗
の
太
郎
坊
を
祀
っ
て
い
た
。

平
安
時
代
に
近
衛
天
皇
が
亡
く
な
っ
た
後
に
、
院

政
を
行
っ
て
い
た
鳥
羽
法
皇
が
天
皇
の
甥
で
あ
る
重

仁
親
王
を
擁
立
し
よ
う
と
し
た
と
こ
ろ
、
親
王
の
父

で
あ
る
崇
徳
上
皇
が
藤
原
頼
長
に
命
じ
て
愛
宕
神
社

で
呪
詛
を
行
わ
せ
て
天
皇
を
呪
い
殺
し
た
と
い
う
噂

が
広
ま
り
、
こ
れ
に
激
怒
し
た
法
皇
は
重
仁
親
王
の

代
わ
り
に
後
白
河
天
皇
を
即
位
さ
せ
、
こ
れ
が
き
っ

か
け
に
保
元
の
乱
が
発
生
し
た
と
さ
れ
て
い
る
。

天
正
10
年
（
１
５
８
２
年
）
５
月
、
明
智
光
秀
は

戦
勝
祈
願
の
た
め
に
愛
宕
神
社
に
参
蘢
し
、
本
能
寺

の
織
田
信
長
を
攻
め
る
か
ど
う
か
を
占
う
た
め
籤
を

引
き
、
３
度
の
凶
の
後
、
４
度
目
に
吉
を
引
い
た
と

い
う
。
翌
日
、
同
神
社
で
連
歌
の
会
を
催
し
た
が
、

そ
の
冒
頭
に
詠
ん
だ
歌
「
時
は
今
あ
め
が
下
し
る

五
月
哉
」は
光
秀
の
決
意
を
秘
め
た
も
の
と
さ
れ
る
。

明
治
の
神
仏
分
離
に
よ
り
白
雲
寺
は
廃
絶
さ
れ
て

愛
宕
神
社
と
な
っ
た
。
勝
軍
地
蔵
は
京
都
市
西
京
区

大
原
野
の
金
蔵
寺
に
移
さ
れ
た
。
明
治
14
年
に
府
社

に
列
格
し
た
。
第
二
次
大
戦
後
は
神
社
本
庁
の
別
表

神
社
と
な
っ
た
。

明
治
期
に
は
参
詣
道
の
途
中
に
い
く
つ
か
茶
店
が

あ
り
、
休
憩
す
る
者
や
名
物
の
土
器
（
か
わ
ら
け
）

投
げ
で
賑
わ
っ
た
と
い
う
。

昭
和
４
年
（
１
９
２
９
年
）
か
ら
昭
和
19
年
（
１

９
４
４
年
）
に
か
け
て
は
、
京
福
電
気
鉄
道
嵐
山
本

線
の
嵐
山
駅
か
ら
神
社
の
近
く
ま
で
の
参
詣
路
線
と



資
料
５
・
嵐
山
電
車
・
愛
宕
ケ
ー
ブ
ル
案
内
（
裏
・
7
0
%
縮
小
）

資
料
４
・
嵐
山
電
車
・
愛
宕
ケ
ー
ブ
ル
案
内
（
表
・
7
0
%
縮
小
）
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